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モ ル モ ツ ト に お け る ツ ベ ル ク リ ン 反 応

第1報 未 感作 モノンモ ツ トの非特 異 性反 応 につ いて

国立予防衛生研究所結核部(部 長 柳 沢 謙)

山 崎 久 治 ・浅 見 望

(受付 昭和30年9月12日)

I緒 言

現今ツベルクリソ ・アレルギーの研究にはモルモツト

がほとんど毎常使用されている。しか し,モ ルモツ トに

おけるツベルクリソ反応の特異性および非特異性の限

については,い まだ明らかな規定がない。人体におい

は,野 辺地および柳沢等1)2)に よる詳細な調査の結果,

現行のツベルクリソ反応の判定基準が定められた。モル

モツ トにおいては現在のところ,各 人が随意の基準にし

たがつて判定を行つている次第である。

ここにおいてわれわれはまず第一に健康な,未 感作動

物におけるツベルクリン反応の非特異性限界にっいて調

査を行つたので,そ の大要を報告する。

II実 験 方 法

1使 用モルモツト:本 調査に使用した動物は第1

表 に示 した如 く,3群 からなつている。第1群 は購入直

後の比較的幼若なモルモツ ト110匹 で,そ の平均体重は

約300gで あった。第II群 は購入後約1カ 月間 当所 に

おいて飼育したもの145匹 で,そ の平均体重は約4509

であつた。第III群は血清反応の補体用動物であつて,当

所に約1力 年間飼育したもの10匹 で,そ の平均体重は約

1,000gで あつた。毛色は第1お よびII群 は 白色,第III群

は茶褐色であった。種類はすべて雑種である。産地は第

Iお よびII群 は静岡産,第III群 は当所産のものである。

第1表 使用モルモツ トの来歴

2注 射試料:A)OT液:人 型結核菌青山B株 の

ソー トソ培養の旧ツベルクリソ(OT)を,次 の対照液

(緩衝液)を もって,1:10,1:100,1:1,000等 に稀

釈 した。B)対 照液:基 準に示されている0.5%石 炭酸

加硼酸硼砂緩衝液を用いた。この対照液の調製ならびに

注射器等はすべてクローム硫酸に浸 し,よ く水洗 したも

のを用いた。

3注 射方法:注 射の前日毛を刈 り,動 物の両背側

の2ヵ 所ずつに前記各試料の0.1ccず つを皮内注射し

た。また部位差を除 くため,各 群の約半数ずつ注射部位

をかえた。

4判 定方法:注 射後24お よび48時 間 における発

赤および硬結の大きさを計測 した。

III実 験 成 績

1対 照液による反応

各群の対照液による反応は第2表 および第1図1の 如

くである。注射後24時 間における硬結の大きさは,第I

お よびII群 では0～6mm,第 群群では3～6mmで あ

つた。この平均値は第1群1.9mmで 最 も小 さく,第II

群 は2.3mmで や 大ゝ き く,第III群 は3.9mmで 最 も

大きかつた。また,こ れらの度数分布曲線も第II群 は第

I群 に比 し,反 応の大きい方に寄つている。 さらに,48

時間 に至れば各群とも反応はほとんど消失 し,た 少ゞ数

のものが5～6mmの 硬結を残しているに過ぎない。次

ぎに,反 応の最大限界,す なわち,累 積度数において約

95%を 示す反応の大きさは,24時 間においては第1群

4mmま で,第IIお よびIII群は5mmま でであった。

また,48時 間 においては第1群 は0mm,第IIお よびIII

群 は4mmま でであった。

20T1:1,000液 に よ る反 応

OT1:1,000液 に よる反応は第3表 および第1図2の

如 くである。注射後24時 間における反応の範囲は第I群

0～6mm,第 Ⅱ群0～9mm,第III群3～6mmで あ

り,そ の平均値も第I群 は最も小 さく2.7mm,第II群
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第2表 対照液による硬結の大 ききの度数分布表

はこれに次ぎ3.4mm,第III群 は最も大きく4.2mmで あ

つた。また,48時 間 においては反応はほとんど消失 し,

そ の平均値も第1群0.3mm,第 Ⅱ群1.3mm,第III群

2.2mmで あつた。これらの度数分布曲線も図 示 の 如

く,先 きの対照液によるものとほ 等ゞ しい曲線を描いて

いる。さらに反応の最大限界すなわち,累 積度数で約95

%を 示す硬結の大きさは,24時 間においては 第1群 は

3mmま で,第IIお よびIII群では5mmま でであ り,

48時 間 においては第1群2mmま で,第IIお よびIII群

3mmま でであつた。このように,OT1:1,000液 に

よる反応は先きの対照液による反応と類似 しており,そ

の非特異性反応の限界も比較的小さかつた。

第3表OT1:1,000液 による硬結の大き さの度数分布表

3OT1;100液 に よ る反 応

OTI:1GO液 による反応は第4表 および第1図3の

如 くである。24時 間における反応の大きさの範囲は,第

1群0～8mm,第 Ⅱ群0～1Cmm,第III群5～9mmで

あつた。その平均値も第1群4.2mm,第 Ⅱ群5.8mm,

第III群6.4mmで あつた。また,48時 間 における反応

は,第1群 ではほとんど消失 しているが,第IIお よびIII

群 ではいまだ反応が持続 しているので,そ の平均値も第

I群1.0mm,第II群3.1mm,第III群3.9mmで あつ

た。これらの度数分布曲線も,第 豆群は第1群 に比 し一

般に反応の大きい方に寄つている。また,反 応の最大限

界,す なわち,累 積度数において約95%を 示す硬結の大

きさは,24時 間では第1群5mmま で,第IIお よびIII群

8mmま でであり,48時 間では第I群2mm,第II群
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6mm,第III群5mmで あつた。このようにOT1:100

液 に よる非特異性反応は先きのOT1:1,000液 よ りも

やや大 ぎく表われていた。

40T1:10液 による反応

OTI:10液 による反応は第5表 および第1図4の 如

くである。24時 間における硬結の大きさの範囲は第1群

の～9mm,第 藍群0～13mm,第III群5～13mmで あ

つた。その平均値は第I群5.7mm,第II群 はや ゝ大き

く8.2mm,第III群 は最も大ぎく9.5mmで あった。48

時間に至るも各群とも反応は持続し,特 に第IIお よびIII

群では10mm以 上 の硬結を呈するもの数例あつた。故

に,そ の平均値も一般に大きく,第I群2.8mm,第 蟹群

6.5mm,第III群8.3mmで あつた。また,こ れ らの度

数分布曲線も一般に反応の大きい方に寄つ て いた。 特

第1図 各試料による群別の硬結の大をさの度数分布曲線
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第4表OT1:100液 による硬結の大ききの度数分布表

第5表OT1:10液 に よる硬結の大 ききの度数分布表

に,第I群 と第IIお よびIII群とも差も著しか つ た。 な

お,反 応の最大限界,す なわち,累 積度数において約95

%を 示す硬結の大きさは,24時 間では第1群7mmま

で,第IIお よび班群12mmま でであ り,48時 間では第

I群5mmま で,第II群8mmま で,第III群9mmま

でであつた。このようにOT1:10液 による反応は先き

の3試 料による反応に比 し最も強かつた℃すなわち,非

特異性反応の限界も最も大きかった。なお,各 試料によ

る反応の相違を第II群 にっいてみれば,第2図 における

度数分布曲線の如 くである。すなわち,24時 間 において
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は対照液と OT1;1,000液 とによる反応はほとんど等し

く,か つ,大 きさも最も小 さく,そ の峰は4～5mmで

あつた。OT1:100液 に よる反応がこれに次ぎ,そ の

峰は6～7mmで あつた。OT1:10液 に よるものは最

も大きく,そ の峰も8～9mmで あつた。48時 間におけ

る反応も24時 間におけるものと等しい傾向がみられた。

第2 図 第 II 群における各試料による硬結の大ききの度数分布曲線

第6 表 各試料による反応の最大限界

(累積度数において約95%を 示す硬結の大塗き)
ＩV 考 案

人体におけるツベルクリソ反応の特異性および非特異

性反応に関して,野 辺地 。柳沢1)等 によれぼ,結 核の感

染者および未感染者を含む集団における,OT による発

赤の度数分布曲線を分析したところ,双 峰曲線が描かれ

た。しかして,そ の第1峰 を非特異性,第2峰 を特異性

による反応であると述べている。われわれもモルモツ ト

における,OT による特異性および非特果性反応をみる

ため,ま ず,未 感作動物における非特異性反 応 を調 べ

た。すなわち,健 康動物265匹 に対照液および OT1:

1,000,1:100,1:10等 の稀釈液を皮内注射した際の反

応の最大限界,す なわち.累 積度数において約95%を 示

す硬結の大きさを一括すれぽ第6表 の如 くである。

この数値は動物の種類や判定者によつて多少の差異の

あることは当然である。

また,こ の調査に使用 した OＴ は ソー トソ培地に培養

したものであるが,も し,グ リセリン培地のものを用 う

れば,こ の限界は多少大きい方に寄るものと思われる。

さらにまた,非 特異性物質の少ない PPD を用 うれば,

反応は一般に少さくなるのは当然であろう.

次 ぎに,年 令によるツベルクリソ反応の差 異 にっ い

て,一 般に乳幼児は青少年に比 し,反 応性が鈍いといわ

れている。室橋3)4)は このことをモルモツ トにBCGを

接種して調べたところ,幼 若群は成熟群に比 しツベルク

リソ反応の陽転時期は遅 く,か つ,反 応の大ぎさも小 さ

いといっている。われわれが購入直後の体重300g 前後

の幼若群と,や や成育し体重 450g 前後 となつた成熟群

とによる OＴ に よる反応を比較 したところ,対 照液およ
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び OT1:1,000 液 では両群間の差異は少ないが, OT

1;100 お よび ヱー0液 等では 幼若群に比 し成熟群は反

応が大き村かつた。故に,実 験開始前の幼若動 物 に つ い

て. OT1:10 液 による反応が全然陰性であつても,実

験後数カ月を経て体重がや 増ヽ大 した場合,OTに よる

非特異性反応も大ぎく表れ,特 異性のものとまぎらわし

いことがあるから,注 意を要する。かかる場合にはさら

に,数 週後に再検査を行 うことが必要であろう。

以上のことを考慮した場合,現 在我国において使用し

ているモルモツトの皮内反応には OT1:100 液を使用

する方が無難であろう。

V 結 言

結 核 の 未感 染 モ ル モ ツ トに対 し,対 照 液 お よ び OT1:

1、000-:100, 1:10等 の各 稀 釈 液0.1cc を 皮 内 注 射

し,24お よび48時 間後における反応を調べ,次 のことを

結言する。

1 OT の濃度と硬結による非特異性反応の大きさと

は比例 した。

2動 物の幼若なものは成熟したものに比 し,非 特異

性反応も弱かつた。

稿 を終 るに臨み,種 々御指導して下 きつた稗沢部長に

感謝する。また,動 物実験の便宜を与えられた獣疫部依

田技官の御好意を謝す。
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